
アレルギー疾患医療拠点病院として 厚生労働省 モデル事業公募





当センターにおける両立支援の取り組み ２つの柱

患者さんへの両立支援 企業に向けての勉強会



実施体制患者さんへの両立支援










両立支援事例報告

（本人の希望）
毎日、学校に通いたい（現状:昼夜逆転し、朝起きら
れない）

（支援内容）
学校担任、養護教諭、担当医師を交え面談実施し、本
人の病状（起立性調節障害の疑いによる体調不良）を
共有。学校での生活態度の聞き取り。アレルギー性鼻
炎の症状がひどかったので、適切な診断、治療をして
症状が軽減。集中力の持続に影響したと考える

（支援結果）
保健室登校など学校関係者に理解を求め、学校早退、
欠席は減少、登校を継続。引き続き、経過観察。

🄬

患者さんへの両立支援



両立支援事例報告患者さんへの両立支援



患者さん向けチラシ 連携病院向けチラシ WEBページ・相談窓口設置

情報提供患者さんへの両立支援



企業での勉強会の実施企業における両立支援



企業での勉強会の実施企業における両立支援



企業での勉強会の実施企業における両立支援



企業での勉強会の実施企業における両立支援



•両立支援が必要な移行期の患者
へのアプローチ方法

•両立支援の継続方法

•長年に渡るアレルギー疾患によ
る心の健康に対するケア

課題

•小児科と成人患者を診療するそ
の他の科との連携

•通院、治療の大切さの周知

•病診連携

•産業医との連携

•企業への周知

改善施策

今後の課題 令和５・６年度モデル事業を通して



まとめ


